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いつものことであるが，収集した切手をなかなかアルバムに整理しない。その結果，

アルバムに整理すると，リストには入手済のチェックがはいっているのにその切手が見

当たらないことが度々ある。今回も例に漏れず，入手したはずの切手を探し回ることと

なった。それでも結局見つからないものがあり，アルバムに穴が開いたままになってし

まった。

今回の拝見は，エジプト自由将校団のクーデタにより王政が廃止（1952年・エジプト

革命）され，共和国に移行後，ガマル・アブドゥル・ナセルが共和制エジプトの第2代

大統領（1954年～1970年）として実権を握った時代の切手である。

この時代のエジプトは，第二次世界大戦後の世界を二分する米ソの冷戦，イスラエル

建国によるアラブの混錬，中東戦争（第二次，第三次中東戦争）などの難しい国際情勢

の中にあって，大国の動きに同調しない姿勢を貫き，経済的な自立を目指して農業振興

・工業化促進を図る一方産業の国有化を図り，アスワンハイダムを建設し，スエズ運河

から英仏の影響を排除し国有化に成功する時代である。さらにアラブ民族主義を打ち出

し，シリアとアラブ連合共和国（UAR）を設立（1958年）し，イエメンも参加するなど

アラブ民族の協調・結集をはかっている。UARは３年で挫折し，エジプトの政治・経済

も混乱していくが，その後も1964年アラブ連盟首脳会議において，パレスチナ解放機構

（PLO）の結成が承認されるなどアラブ民族の結集を主導するとともに，アフリカ諸国

との協調政策も図るなど国際社会において大きな影響を残した。

この時代のエジプト切手は，ナセルの政治・経済・外交の方向が色濃く反映しており，

切手を研究することにより，この時代のエジプトを垣間見ることができる。

今回の提示した切手の発行目的，その図案は主に次のようなものである

① 電力供給，工業，農業等の産業振興に関するもの

② アラブ・アフリカ諸国を対象とした，各種の会議・施策に関するもの

③ 国連及びその構成機関に関するもの

④ 観光宣伝あるいはエジプトの栄光を示すものとして古代エジプト王国の遺跡・そ

の出土品を図案にしているもの

が目立って多くみられる。

なお，エジプト切手の加刷にはエラーが多いが，今回も国王肖像抹消加刷エラーを，

また，エンタイア，初日カバーも入手したので展示している。
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